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先
日
、
「
志
位
さ
ん
と
語
る
つ

ど
い
ｉ
ｎ
島
根
」
を
、
党
県
委

員
会
の
主
催
で
開
催
し
た
。
志

位
和
夫
委
員
長
に
と
っ
て
は
、
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「
党
創
立
１
０
１
周
年
記
念
講
演
会
」

後
、
初
め
て
の
地
方
で
の
遊
説
だ
っ

た
。
し
か
も
今
年
は
、
わ
が
党
に
と
っ

て
新
た
な
１
０
０
年
に
向
け
て
の
第

一
歩
と
な
る
年
で
も
あ
り
、
党
首
の
来

県
に
は
、
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た

▼
つ
ど
い
で
は
、
創
立
１
０
１
周
年
記

念
講
演
会
の
前
に
刊
行
さ
れ
た
一
冊
、

わ
が
党
の
『
百
年
』
史
に
も
触
れ
な
が

ら
、
多
岐
に
わ
た
る
質
問
（
党
綱
領
に

対
し
て
、
ま
た
は
国
政
や
生
き
方
に
つ

い
て
等
）
に
丁
寧
に
答
え
る
委
員
長
の

姿
が
あ
っ
た
▼
思
い
の
外
、
心
に
残
っ

た
回
答
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
事
前
に
用

意
さ
れ
た
質
問
へ
の
回
答
後
、
フ
ロ
ア

か
ら
出
さ
れ
た
質
問
に
答
え
た
も
の

だ
。
質
問
は
「
ス
ト
レ
ス
は
あ
り
ま
す

か
？
あ
れ
ば
そ
れ
を
ど
う
解
消
さ
れ

て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
も
の
。
こ
れ

は
恐
ら
く
、
様
々
な
場
面
で
矢
面
に
立

つ
こ
と
の
多
い
党
首
に
対
し
て
、
党
内

外
含
め
、
多
く
の
方
が
問
う
て
み
た
い

も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
質
問
と
同

時
に
、
会
場
に
共
感
の
ど
よ
め
き
が
起

こ
っ
た
の
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
た

▼
委
員
長
は
こ
れ
に
対
し
、
「
ス
ト
レ

ス
は
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
解

消
さ
れ
る
場
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
家
族

の
笑
顔
に
出
会
え
る
空
間
だ
」
と
回

答
。
活
字
に
す
る
と
何
の
こ
と
は
な
い

回
答
の
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
筆
者
は
委
員
長
の
傍
ら
で
、
こ

の
発
言
を
実
に
し
み
じ
み
と
心
温
ま

る
想
い
で
聞
い
た
▼
自
ら
を
丸
ご
と

受
け
止
め
て
く
れ
る
存
在
。
そ
れ
は
必

ず
し
も
「
家
族
」
に
限
ら
れ
た
も
の
で

も
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
改
め
て
、
人

は
人
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
力
を
回
復

す
る
の
だ
と
思
わ
さ
れ
た
。
互
い
を
認

め
合
い
、
互
い
の
持
て
る
力
を
出
し
合

い
、
支
え
合
う
仲
間
作
り
。
志
位
委
員

長
の
来
県
を
力
に
、
新
し
い
歴
史
を
共

に
つ
く
る
仲
間
を
増
や
し
た
い
。（
江
） 

山
口
県
上
関
町
で
使
用
済

み
核
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施
設

建
設
が
計
画
さ
れ
る
中
、
日
本

共
産
党
国
会
議
員
団
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
事
務
所
は
８
日
、
笠
井

亮
衆
院
議
員
を
招
い
て
原
発

問
題
学
習
・
交
流
会
を
同
県
柳

井
市
で
開
き
ま
し
た
。 

笠
井
氏
は
、
岸
田
政
権
が
原

発
推
進
法
の
第
一
歩
と
し
て

原
発
推
進
に
不
可
欠
の
中
間

貯
蔵
施
設
建
設
や
、
島
根
原
発

２
号
機
の
再
稼
働
を
狙
っ
て

い
る
と
し
、
こ
れ
ら
を
中
止
に

追
い
込
む
全
国
的
な
意
義
を

強
調
。
国
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

の
破
綻
や
、
住
民
と
協
力
し
て

全
国
各
地
で
原
発
建
設
を
断

念
さ
せ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
を
求
め
て
き
た
党
の

歴
史
を
解
説
。
総
選
挙
で
の
党

躍
進
で
岸
田
政
権
に
審
判
を

下
し
、「
原
発
ゼ
ロ
に
転
換
を
」

と
訴
え
、
「
力
を
合
わ
せ
て
中

国
地
方
と
日
本
の
未
来
を
開

こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

同
県
平
生
（
ひ
ら
お
）
町
の

赤
松
義
生
・
党
町
議
が
中
間
貯

蔵
施
設
建
設
中
止
を
求
め
る

署
名
活
動
を
報
告
。
尾
村
利

成
・
党
島
根
県
議
が
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
島
根
原
発
再
稼

働
中
止
を
訴
え
ま
し
た
。 

大
平
よ
し
の
ぶ
衆
院
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
比
例
予
定
候
補
が

上
関
町
・
祝
島
で
の
住
民
の
声

を
紹
介
。
「
ア
メ
リ
カ
言
い
な

り
・
財
界
優
先
の
自
民
党
政

治
、
岸
田
政
権
の
流
れ
を
止
め

た
い
」
と
総
選
挙
で
の
議
席
奪

還
の
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

中
国
電
力
島
根
原
発
の
３

０
㌔
圏
に
あ
る
自
治
体
の
首

長
や
議
員
、
住
民
団
体
の
関
係

者
ら
で
つ
く
る
島
根
原
子
力

発
電
所
周
辺
環
境
安
全
対
策

協
議
会
が
４
日
、
松
江
市
内
で

開
か
れ
ま
し
た
。
会
長
の
丸
山

達
也
知
事
の
ほ
か
、
県
議
、
松

江
と
出
雲
、
安
来
、
雲
南
の
４

市
長
（
代
理
含
む
）
、
住
民
代

表
ら
約
５
０
人
が
委
員
と
し

て
出
席
。
中
電
が
島
根
原
発
１

号
機
廃
止
措
置
計
画
の
変
更

や
島
根
原
発
２
号
機
の
安
全

対
策
工
事
等
の
状
況
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
尾
村
利
成

県
議
は
「
今
回
の
計
画
変
更
は

使
用
済
み
核
燃
料
の
処
理
・
処

分
が
で
き
な
い
か
ら
だ
」
と
述

べ
、
六
ケ
所
再
処
理
工
場
（
青

森
県
）
が
２
０
２
４
年
度
上
期

に
は
竣
工
す
る
と
強
弁
す
る

中
電
に
対
し
、
「
再
処
理
技
術

は
未
完
成
で
あ
り
、
竣
工
し
な

い
時
に
は
説
明
責
任
を
果
た

す
べ
き
だ
」
と
強
調
。
中
電
が

２
５
年
度
以
降
の
早
期
に
実

施
を
計
画
す
る
「
２
号
機
で
の

プ
ル
サ
ー
マ
ル
運
転
に
は
反

対
す
る
」
と
し
、
住
民
に
対
し

プ
ル
サ
ー
マ
ル
運
転
の
説
明

を
し
っ
か
り
行
う
よ
う
要
求
。

ま
た
、
廃
炉
作
業
で
の
放
射
線

業
務
従
事
者
の
被
ば
く
低
減

対
策
や
事
故
防
止
対
策
に
万

全
を
期
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

中
電
・
島
根
原
子
力
本
部

の
長
谷
川
千
晃
本
部
長
は

「
再
処
理
や
プ
ル
サ
ー
マ
ル

に
つ
い
て
適
宜
、
説
明
す
る
」

「
廃
炉
作
業
は
安
全
確
保
を

最
優
先
に
行
う
」
と
答
え
ま

し
た
。 

大
国
陽
介
県
議
は
「
核
の

ご
み
の
処
理
方
法
は
未
確

立
。
原
発
は
技
術
的
に
未
完

成
だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

９
月
県
議
会
が
閉

会
し
た
５
日
夕
、
県

庁
前
で
日
本
共
産
党

の
尾
村
利
成
、
大
国

陽
介
の
両
県
議
、
む

ら
ほ
え
り
こ
衆
院
島

根
１
区
予
定
候
補
、

松
江
市
議
団
が
宣
伝

し
ま
し
た
。（
写
真
） 

尾
村
県
議
は
県
政

の
仕
事
は
県
民
の
命

と
安
全
を
守
る
こ
と

だ
と
強
調
し
、
中
国

電
力
が
来
年
８
月
に

再
稼
働
を
め
ざ
す
島

根
原
発
２
号
機
に
つ

い
て
「
原
発
直
下
に

は
活
断
層
が
走
り
、

実
効
あ
る
避
難
計
画

も
未
策
定
。
力
を
合

わ
せ
て
２
号
機
再
稼

働
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
。 

大

国

県

議

は

防

災
・
減
災
対
策
の
強

化
や
、
政
府
が
自
衛

隊
員
募
集
の
た
め
に

自
治
体
に
対
し
て
名

簿
提
供
を
求
め
て
い

る
問
題
な
ど
を
報
告

し
ま
し
た
。 

原発ゼロへの転換を訴える笠井衆院議員（山口県柳井市） 

中電をただす尾村県議（前列・右から２人目）（松江市） 

原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
島
根

の
会
は
３
日
、
中
国
電
力
に
対

し
、
原
発
事
故
時
の
避
難
計
画

の
実
効
性
が
な
い
こ
と
な
ど

を
理
由
に
、
島
根
原
発
２
号
機

の
再
稼
働
撤
回
な
ど
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。 

申
し
入
れ
で
▽
六
ケ
所
再

処
理
工
場
が
未
完
成
で
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
は
破
綻
し
て
い

る
▽
再
処
理
工
場
が
な
け
れ

ば
上
関
に
使
用
済
み
核
燃
料

が
置
か
れ
続
け
る
な
ど
と
指

摘
し
、
来
年
８
月
の
再
稼
働

反
対
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

山
口
県
上
関
町
に
計
画
す

る
使
用
済
み
核
燃
料
の
中
間

貯
蔵
施
設
建
設
に
向
け
た
中

電
の
動
き
に
抗
議
す
る
文
書

も
手
渡
し
ま
し
た
。 


